
待機児童数と定員枠の推移
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５年間で約4,600人の定員枠を拡大（1.4倍）
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特集号を
中面に挟み込んで
います

3つの方策で
待機児童を解消します
①保育施設の新規整備 ②既存施設の定員枠拡大 ③1歳児1年保育の導入

3歳児以降は
「練馬こども園」でも受け入れ

　新規施設の整備をはじめ、3つの方策
で1,000人規模の定員枠を拡大します。
このうち800人は、待機児童が集中する
0～2歳児（うち１歳児500人）を対象とす
る予定です。

700人
0～2歳児を中心に、私立保
育所4カ所、小規模保育13
カ所の整備

200人
区立保育所等の1・2歳児
の定員を拡大、保育水準は
維持

100人
1歳児を対象に区・私立保育
所、区立幼稚園の遊戯室な
どを転用し、新たに実施

※一部の取り組みは平成28年中に実施します。第1弾として小規模保育の1歳児を募集します（詳しくは、2面参照）。

　区は、これまで全国でも例のない積極的な待機児童対策に取り組んできまし
た。保育所等の定員について、都内最大の定員増を実施し、平成27年までの
3年間で2,600人増やしました。さらに、今年4月に練馬区独自の幼保一元化
施設「練馬こども園」を開設し、この5年間で4,600人分の定員拡大を行ってき
ました。
　今回、待機児童の集中する0～2歳児を中心とした待機児童ゼロ作戦を実施
し、来年4月の待機児童ゼロを目指します。ここでは、その概要を紹介します。

「練馬こども園」は
・ 区独自の制度として、国や都の制度とは別に、
私立幼稚園の協力を得て創設
・ 通年（夏・冬・春休みも含む）で11時間保育を
実施
・ 3歳児以降の受け皿として、今年4月から13園
で926人の定員を確保。
 待機児童の減少に大きく貢献、今後も認定園を
一層拡大
▶問合せ：こども施策企画課☎5984-1522

問
合
せ

保育施設の新規整備について……… 保育計画調整課整備計画担当係
☎5984-4687

既存保育施設の有効活用について…保育課管理係☎5984-5839
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【掲載内容について】　講座・大会などの対象は、原則として区内在住・在勤（在学）の方です。　※郵送・
ファクス・電子メールでの申し込みは、１人１通に限ります。　※参加費など記載のないものは無料で
す。　※区役所へ郵送する場合の宛先は、郵便番号（〒176-8501）と部署名のみで届きます。

「ねりま区報」は、朝日・産経・東京・日経・毎日・読売の各新聞に
折り込んでお届けしています。また、駅・金融機関・郵便局・公衆浴場・
ファミリーマート・セブン - イレブンや区立施設にも置いています。
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た。保育所等の定員について、都内最大の定員増を実施し、平成 27年度まで
の 3年間で2,600人増やしました。さらに、今年 4月に練馬区独自の幼保一元
化施設「練馬こども園」を開設し、28年度までの5年間で4,600人分の定員拡大
を行ってきました。


